
 

（様式第 11号）（第 14条関係） 

 令和６年度 「みんなの力でつくるまち」活動支援事業評価報告書 

 

 

 

 

                          

                          

                          

                          

                          

                               

                          

                               

                         

                             【 当日の会場雰囲気 】 

 

 

                              【目標・ねらい】 

●浅間高原の歴史を知ってもらう                  

●文化芸術の継承                 

●軽井沢町への帰属意識を高める                    

  

 

 

                                                             

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自己評価欄は「Ａ」90％以上「Ｂ」70～89％「Ｃ」50～69％「Ｄ」49％以下で示すこと。 

事業名 
奏でる浅間山麓 

 

団体名 

（連絡先） 

浅間時間 

池田日奈子 

総事業費    436,000  円（うち補助金： 218,000 円） 

（活動写真）等 

自己評価（目標達成率）【B】 

今昔、文化人が集う浅間高原。素晴らしい文化を大切に

後世にも伝えていく活動の一環として開催致しました。 

前半は、谷川俊太郎とも交友のある北軽井沢観光協会会

長の福嶋誠氏に”浅間高原と芸術”をテーマに講演いた

だきました。後半は、テノール歌手 栗原光太郎氏をお

迎えし、ピアノ、ヴァイオリン、チェロ伴奏と共に谷川

俊太郎作詩の曲や軽井沢町にゆかりのあるジョン・レノ

ンなどの楽曲を披露しました。         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                            参加者は軽井沢をはじめとする浅間高原の魅力を知り、

町民としての意識を高め、地域に対する更なる深い興味

を抱き、また愛着を感じる時間となりました。 

同時に、芸術分野（音楽と文学）への造詣が深まったと

のお声もいただきました。                         

                          

                          

                                           

                                           

                                                

                                           

                          

                          

 今回は大人を対象としましたが、以後、将来を担う若者に向けてもわかりやすいカリキュラム

でアプローチできたらと思います。芸術（音楽）分野は未だ、評価が高くなく、関心も十分に得

られていないので、地道な周知活動をしていきたいです。町内及び近郊の同じような志の団体や

グループと活動を広げていくことも目標にしています。自主開催に拘らず、”実行する”ことを

大切にし必要とあらば、他の団体のご協力を得たり、その逆に、ご協力をさせて頂き、柔軟に活

動を続けていきたいと思います。                                           

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

事 業 内 容 

今後の取り組み 

事 業 効 果 


